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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公表番号】特表2011-522582(P2011-522582A)
【公表日】平成23年8月4日(2011.8.4)
【年通号数】公開・登録公報2011-031
【出願番号】特願2011-511161(P2011-511161)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/11     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/025    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/10    ３１０Ａ
   Ａ６１Ｂ   5/02    ３５０　
   Ａ６１Ｂ   7/04    　　　Ｖ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月6日(2012.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者によって発生され、かつ被検者の身体の音発生部位から所定の距離で検知される
音を利用する技術によって、特定の生理学的状態について被検者を検査するための方法で
あって、
　被検者の身体の特定領域上に第１音センサを配置して、前記第１音センサによって検知
される音に対応する出力を生成するステップと、
　前記第１音センサの出力を被検者の音発生部位から前記所定の距離に配置された第２音
センサの出力と等しくする事前計算された伝達関数によって前記第１音センサの出力を変
更するステップと、
　前記特定の生理学的状態の有無を決定する際に前記第１音センサの前記変更された出力
を利用するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記伝達関数は、前記第１音センサを被検者の身体の前記特定領域に配置し、被検者の
身体の音発生部位から前記所定の距離に前記第２音センサを配置し、前記第１および第２
音センサによって検知された音を同時に検出してそれらに対応する出力を生成し、かつ第
１および第２音センサの前記出力を処理して前記第１音センサの出力を前記第２音センサ
の出力と等しくする前記伝達関数を計算することによって事前計算される、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記第１および第２音センサは、音レベルをデシベル単位で測定する音レベル計である
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１音センサは、被検者の身体の前記特定の領域に取り付けられる、請求項１に記
載の方法。
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【請求項５】
　前記第１音センサは、基準音発生装置を前記第１音センサの領域に当着し、前記第１お
よび第２音センサの作動と同時に前記基準音発生装置を作動させ、前記第１および第２音
センサの２つの出力を処理して、周囲騒音指数（ＡＮＦ）を表わす２つの出力間の差を決
定し、かつ前記計算された伝達関数を前記周囲騒音指数により変更することによって、特
定の生理学的状態について被検者を検査するために使用される特定の時間に、周囲騒音を
補償するために事前較正される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　被検者によって発生しかつ被検者の身体の音発生部位から所定の距離で検知される音を
利用する技術によって、特定の生理学的状態について被検者を検査するための方法であっ
て、
　第１音センサを被検者の身体の特定領域に配置して、前記第１音センサによって検知さ
れる音に対応する出力を生成するステップと、
　第１音センサの出力を被検者の身体の音発生部位から所定の距離に配置された第２音セ
ンサの出力と等しくする事前計算された周囲騒音指数によって前記第１音センサの出力を
変更するステップと、
　前記特定の生理学的状態の有無を決定する際に前記第１音センサの前記変更された出力
を利用するステップと
を含む方法。
【請求項７】
　前記ＡＮＦは、基準音発生装置を前記第１音センサの領域に当着し、前記第１および第
２音センサの作動と同時に前記基準音発生装置を作動させ、前記第１および第２音センサ
の２つの出力を処理して、周囲騒音指数（ＡＮＦ）を表わす２つの出力間の差を決定し、
かつ前記計算された伝達関数を前記周囲騒音指数により変更することによって、事前計算
される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１音センサの出力はさらに、前記第１音センサを被検者の身体の特定領域に配置
して、前記第１音センサを被検者の身体の特定領域に配置して、前記第１音センサによっ
て検知される音に対応する出力を生成し、前記第１音センサの出力を被検者の身体の音発
生部位から前記所定の距離に配置された第２音センサの出力と等しくする事前計算された
伝達関数によって前記第１音センサの出力を変更し、前記特定の生理学的状態の有無を決
定する際に前記第１音センサの前記変更された出力を利用することによって事前計算され
た伝達関数（ＴＦ）によって変更される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１音センサが配置された被検者の身体の位置はさらに、被検者の身体の前記特定
領域に位置センサを配置し、前記特定の生理学的動きの有無を決定する際にも利用される
出力を生成することによって検知される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　被検者の身体の動きはさらに、被検者の身体の前記特定領域に動きセンサを配置し、前
記特定の生理学的動きの有無を決定する際にも利用される出力を生成することによって検
知される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記特定の生理学的状態は、いびきまたは呼吸障害である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記特定の生理学的状態は、被検者の血圧、心臓弁閉鎖状態または他の心臓血管状態で
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記特定の生理学的状態は、音のパターンに関係する関節の動きを測定することによっ
て検知された被検者の関節疾患である、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記特定の生理学的状態は、被検者の胃腸管系に関係する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　音響、体位、および体動情報を後の解析のためおよび研究が行なわれた後に表示するた
めに再生することをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　被検者によって発生されかつ被検者の身体の音発生部位から所定の距離で検知される音
を利用する技術によって、特定の生理学的状態について被検者を検査するための装置であ
って、
　被検者の身体の特定領域に配置されて、第１音センサによって検知された音に対応する
出力を生成するように構成された第１音センサと、
　被検者の身体の音発生部位から所定の距離に配置されて、第２音センサによって検知さ
れた音に対応する出力を生成するように構成された第２音センサと、
　前記第１および第２音センサの出力を同時に受け取り、それらから前記第１音センサの
出力を前記第２音センサの出力と等しくする伝達関数を計算し、前記第１音センサの出力
を変更するために前記伝達関数を利用し、かつ前記特定の生理学的状態の有無を決定する
のに有用な情報を生成するために前記第１音センサの前記変更された出力を利用するのに
効果的なプロセッサとを備えた装置。
【請求項１７】
　前記第１音センサは、被検者の身体の前記特定領域に取り付け可能なように構成される
、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記装置はさらに、被検者の身体の前記特定領域にも取り付け可能であるように構成さ
れた位置センサを含み、前記プロセッサはさらに、前記特定の生理学的状態を決定するの
に有用な情報を生成するために前記位置センサの出力を利用するのに効果的である、請求
項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記装置はさらに、被検者の身体の前記特定領域にも取り付け可能であるように構成さ
れた動きセンサを含み、前記プロセッサはさらに、前記特定の生理学的状態を決定するの
に有用な情報を生成するために前記動きセンサの出力を利用するのに効果的である、請求
項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記装置はさらに、前記特定の生理学的状態の有無を決定するのに有用な情報を生成す
るために前記第１音センサの出力が使用されるときに周囲騒音に対して装置を事前較正す
るために使用される周囲騒音指数（ＡＮＦ）を決定するのに使用するための基準音を発生
するために、被検者の身体の前記特定領域にも取り付け可能な基準音発生装置を含む、請
求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１音センサ、前記位置センサ、前記動きセンサ、および前記基準音発生装置の幾
つかまたは全てが共通筐体内に収容されている、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　音響、体位、および体動情報を後の解析のためおよび研究が行なわれた後に表示するた
めに再生するための手段をさらに含む、請求項１７に記載の装置。
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